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１．研究計画の概要
エゾアカガエルのオタマジャクシとエ
ゾサンショウウオの幼生の表現型可塑
性について、群集生態学的観点を踏まえ、
(1) 環境条件に応じて生じる形質はどの

ようなものか、
(2) それらの形質がどのような適応的な

機能を有するか、
を野外と室内の実験によって調べた。

２．研究の進捗状況
本研究は、生物の本来的な性質である環

境への対応の中で、環境に応じた形質変化
(可塑性)が、生物の生活する自然界でどの
ように遍在し、そのように機能しているか
を明らかにすることを目的としている。以
下の通り、研究の進捗があった。

(1) 捕食者であるエゾサンショウウオ
が生息していない離島(奥尻島) の
オタマジャクシは、実験的に捕食危
機に曝すと、膨満防御形体を発現さ
せるが、発現の程度は、捕食者のい
る北海道本当のオタマジャクシよ
りも低くいことを明らかにした。

(2) エゾアカガエルのオタマジャクシ
の捕食者であるエゾサンショウウ
オ幼生は、止水食物網の中では水生
昆虫に狙われる被食者でもある。エ
ゾサンショウウオの幼生は、捕食者
であるヤゴの捕食危機にさらされ
ると、行動を抑制し、水底に静止す
るようになる。水中に停止すること
は、ヤゴからの捕食を免れる行動防
御として機能することを明らかに
した。一方、エゾサンショウウオ幼

生は、酸素摂取の一部を水表面にお
ける肺呼吸に依存するため、水底に
静止すると酸素不足の生理的負荷
を負う。

エゾサンショウウオ幼生は、水底
に静止する行動防御にともない、外
鰓を発達させる。外鰓の発達は、水
底にいるための酸素不足によるば
かりでなく、捕食者の存在自身によ
っておこることを明らかにした。

(3) エゾサンショウウオ幼生は、エゾア
カガエルのオタマジャクシを捕食
する一方で、上位捕食者からの捕食
攻撃にそなえる必要がある。また、
オタマジャクシも、上位捕食者の捕
食危機にそなえる必要がある。こう
した関係から、上位捕食者の存在が、
エゾサンショウウオ幼生とエゾア
カガエルのオタマジャクシの捕食
‐被食関係にどのような影響を与
えるかを明らかにした。

３．現在までの達成度
<区分>
①当初の計画以上に進展している。
止水食物網の中で捕食者に対する可塑

的防御形体発現能を有するエゾアカガエ
ルのオタマジャクシの、誘導防御形体の発
現の仕方とその機能について、群集生態学
的シナリオのなかで、進化生態学的仮説の
検証が室内・野外の操作実験によって上手
く行うことができた。さらに、食物網中の
捕食‐被食関係の中で、複雑な形体の可塑
性が存在することが明らかになり、その複
雑性をひも解き理解するためのさらなる
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研究を展開することができた。

４．今後の研究の推進方策
(1) エゾアカガエルのオタマジャクシが

エゾサンショウウオ幼生の捕食危機に特
異的に発現させる膨満防御形体について、
その遺伝的発現機構の基盤、発現調節にか
かわるメカニズムに関する本格的な研究
を行うための研究組織を結成する。

(2) エゾサンショウウオ幼生の共食い多
型は、種内の社会性における解消困難なコ
ンフリクトを研究するモデルシステムと
して優れていることが判明した。この多型
をモデルシステムとして用い、Social
conflictの進化生物学的研究に発展させる。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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